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• 日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成 2 
いま，世界中のマイナー言語  (規模の小さな言語) が消滅の危機に瀕していま
す。現在，6,000 から 7,000 ある世界の言語のうち，半数がこの 100 年のうちに
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4  八 戸 市 ウ ェ ブ サ イ ト 「 八 戸 市 の 概 要 」 よ り 。
https://www.city.hachinohe.aomori.jp/gyoseijoho/hachinoheshinoshokai/hachinoheshinoprofile/8147.h
tml (last accessed on 2021/2/2)  
5 https://www.e-stat.go.jp/ (last accessed on 2021/2/2)  
「日本の危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」 
青森県八戸方言調査報告書 




図 1 鮫町の位置  
 
3. 調査について 
調査は 2019 年 8 月 27 日、28 日の 2 日間、鮫生活館で行われた。調査内容は以下の通
りである。  
• 文法項目  
• 格、情報構造  
• 疑問詞  
• アスペクト、テンス  
• ヴォイス  
• 文タイプ  
• 待遇  
• 形容表現、名詞述語  
• 基礎語彙、民俗語彙  
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表 1 八戸方言の母音  
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摩擦  ɸ s z   h 
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は じ
き 
  r   
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表 2 八戸方言の子音  
 
母音が鼻音化している場合も、前鼻音化子音  [~b, ~d] と同じく、母音の前に  ~ を用い































時間の都合上、内 93 語は Lawrence 班に委託した。以下にデータ収集にご協力いただいた
話者の方々の情報を示す。この場を借りて同氏たちに感謝申し上げる。  
 
1. A 氏 1948 年生まれ、男性。我々の班での語彙収集にご協力いただいた。  
B 氏 1923 年生まれ、女性。Lawrence 班での語彙収集にご協力いただいた。  
両氏はともに言語形成期を青森県八戸市で過ごした方々である。  
 
本報告書では、まず A 氏から得たデータの考察を行い、その後 B 氏から得たデータの
考察を行う。なお、我々の調査した語彙は植物、食物、動物などの名詞が主であった。よ
って本報告書は名詞のアクセントに関するものとなる。また、我々が A 氏の協力の下調査
した語彙は 165 語、Lawrence 班に委託したものが 93 語であったが、該当する語彙が八戸
市方言にない、あるいはあまり使わない語彙のため、収集しなかった語彙があった。それ






2. 先行研究（上野 1977） 
具体的なデータをみる前に、ここで先行研究として、八戸市方言ではないが弘前市方言
の名詞アクセントの分析を行った上野  (1977) をみてみることにする。上野  (1977) をみ
 
6 すがぬま  けんたろう：金沢大学・助教  suganumak@staff.kanazawa-u.ac.jp 









2. 上野 (1977) の弘前市方言の名詞アクセント   ※  ￣は高音調、＼は下降調を表す。 
     言い切り  助詞付き  









































i. 名詞単独・言い切り  サ
＿＿
ル。   
ii. 名詞単独・接続   サル
＿＿＿＿
…   
ii. 助詞付き・言い切り  サル
＿＿＿＿
モ。   
iv. 助詞付き・接続   サルモ
＿＿＿＿＿＿












ことはできなかったため、本報告書ではもっとも多く収集できた i. 名詞単独・言い切りと iv. 
助詞付き・接続に的を絞る。これ以降本報告書で、「言い切り」と言った場合、それは上の  i. 
名詞単独・言い切りにあたり、助詞付きと言った場合、それは  iv. 助詞付き・接続にあたる。 
「日本の危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」 
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    iii. ウサ
＿＿
























    iii. テブク
＿＿＿＿























こすアクセント核（ここでは上げ核と呼び  ' で表記する）の有無とその位置が弁別的であ
るとし、 ' がない語においてはアクセント単位の末位（すなわち助詞も含めた語末）のみ
が高くなるとしている。上野  (1977) の論考をもとに弘前市方言のアクセント規則を形式
化するならば、以下の (3) ようになるであろう。  
 
3. i. ' 以前の拍を低音調とし、  ' 以降の拍を高音調とせよ。9 
ii. ' がない場合、語末音節のみを高音調とせよ。  
iii. ' をもつ語の言い切りの発話では語末拍を低音調とせよ。ただし、語末拍に  ' が
ある場合、この低音調と合わせ下降調（＼）とせよ。  
 
9 上野  (1977) は  ' は直前を下げる機能のみをもつとしており、 ' がそれ以降を上げる機能を
もつとは述べていない。これを忠実に規則に反映させるならば、 (3i) の「 ' 以降を高音調とせ
よ」という部分は削除し、「高低が決定されていない拍を全て高音調とせよ」とするような、高
音調を実現させる別個の規則を設定することになる。本報告書では規則の数を減らし複雑さを




※ 規則 iii は規則 i が適用されたのちに適用される。  
 




4. a. 無核：カゼ  
 i. 言い切り  /カゼ/  (3ii) により  → カゼ
＿＿
 
 ii. 助詞付き  /カゼ-モ/  (3ii) により  → カゼ-モ
＿＿
 
b. 1 拍目に '： 'サル  
 i. 言い切り  /'サル/  (3i, iii) により  → サ
＿＿
ル 





c. 2 拍目に '：ヤ 'マ  
 i. 言い切り  /ヤ 'マ/  (3i, iii) により  → ヤマ
＼
 







なお、(3) の規則において、i と iii は拍を参照する規則、 ii は音節を参照する規則に




その際に、変更点が最小限になるように  (3) の段階から ii は音節を参照した規則、iii は
拍を参照した規則とした（ i に関しては拍であっても、音節であっても構わない）。この点









3.1. A 氏の場合  
3.1.1. 2 拍名詞の場合  
収集語彙のうち、最も多く収集できた 2 拍名詞をみてみると、上の (4) に示した弘前
市方言と同一、または近似する以下の 3 つのアクセント型が安定して現れた。それぞれの
型をここでは、無核型、頭高型、尾高型と呼ぶことにする 10。また、無核型と尾高型では  










    助詞付き ○○-○
＿＿
 












助詞がついた場合は、無核型と異なり高音調が名詞の 2 拍目から開始する。  
 言い切り ○○
＼





















a. 泡（言い切り）           b. 泡もない。（助詞付き）  
  アワ
＼












    
 c. 蜘蛛（言い切り）    d. 蜘蛛に触れないのか。（助詞付き）  
    クモ
＼































































































a. 胡麻（言い切り）   b. 胡麻をまんまにかける（助詞付き）  
       “胡麻をご飯にかける” 
 ゴ
＿＿














c. イカ（言い切り）   d. イカを焼く（助詞付き）  
 イ
＿＿

























































































a. 藁（言い切り）     b. 藁で草履作るべ。（助詞付き）  
         “藁で草履を作ろう” 
 ワラ
＼













c. 粟（言い切り）     d. 粟を＜飯に混ぜる＞（助詞付き）11 
 アワ
＼













(5) から  (8) をみる限り、A 氏のアクセント型は弘前市方言と同一の形で捉えること
ができると考えられる。異なるのは、(4a) に近似する無核型で下降調が生じる点である。
この点を踏まえ、(3) を基盤に A 氏のアクセント型を導く規則を記述するならば、以下の
ようになる。  
 
9. A 氏のアクセント規則  
i. ' 以前の拍を低音調とし、  ' 以降の拍を高音調とせよ。  
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ii. ' がない場合、語末音節のみを高音調とせよ。  
iii. 言い切りの発話では語末拍を低音調とせよ。ただし語末拍のみが高音調をもつ場
合、その高音調を維持し、低音調と合わせ下降調とせよ。  
※ 規則 iii は規則 i と ii が適用されたのちに適用される。  
 
10. A 氏の八戸市方言のアクセント型  
a. 無核型（ ' の指定なし）：アワ（泡）  
 i. 言い切り  /アワ/ (9 ii, iii) により→  アワ
＼
 
 ii. 助詞付き  /アワ-モ/ (9 ii) により→  アワ-モ
＿＿
 
b. 頭高型（1 拍目に ' の指定あり）： 'ゴマ  
 i. 言い切り  /'ゴマ/ (9 i, iii) により→  ゴ
＿＿
マ 





c. 尾高型（名詞の末拍に  ' の指定あり）：ワ 'ラ 
 i. 言い切り  /ワ 'ラ/ (9 i, iii) により→  ワラ
＼
 






3.1.2. 3 拍、および 4 拍以上の名詞の場合  
2 拍名詞の次に多く収集した 3 拍名詞においても、(11) に示すように、上野 (1977) の
弘前市方言と近似する 4 つのアクセント型が得られた。2 拍名詞で 3 型、3 拍名詞で 4 型
得られたことから、八戸市方言の名詞は弘前市方言や東京方言と同じく n 拍＋1 通りのア
クセント型をもつと考えられる。このように考えると、4 拍では 5 通り、5 拍では 6 通り
存在することが予測されるが、今回は 4 拍以上の語彙は収集例が少ないこともあり、以下
の (12) に示すように一部の型しか確認できなかった。なお、以下では語中拍に  ' をもつ
と目されるものを新たに中高型と呼ぶことにする。  
 
11. 3 拍名詞のアクセント型  
   言い切り   助詞付き  















iii. 中高型   /ク 'ジラ/ クジ
＿＿













12. 4 拍以上の名詞  
  言い切り    助詞付き  
i. 無核型  /ムギワラ/  ムギワラ
＼
  /ムギワラ-デ/  ムギワラ-デ
＿＿
 





ii. 頭高型  /'トビウオ/  トビウ
＿＿＿＿＿＿






以下に 3 拍名詞のピッチ曲線を 1 例ずつ示す。 
 
13. 無核  
a. タマゴ（言い切り）    b. タマゴもうめっきゃ。（助詞付き）  
         “タマゴもおいしい” 
 タマゴ
＼
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14. 頭高  
a. イルカ（言い切り）    b. イルカがいるか。（助詞付き）  
 イル
＿＿＿＿














15. 中高  
a. クジラ（言い切り）    b. クジラを＜食う＞。（助詞付き）  
 クジ
＿＿






















































































16. 尾高  
a. ハタケ（言い切り）13  b. ハタケさ＜種まくべ＞（助詞付き）  
        “畑に種をまこう” 
  ハタケ
＼


















低くなった。この音形は、以下の (17) に示すように  (9ii) の規則によって「コン」の部
分に高音調が付与され、その後、(9iii) の規則により「ン」の部分が低音調となったと考














次節では B 氏のアクセント型に関する考察を行う。  
 
13 (16) のハタケは、 /ハタ 'ケ / のようにケの部分が上げ核をもつと目されるが、ハタの部分は
それほど低音調で実現していない。これを考慮すると、八戸市方言の  ' は「それ以降を高くす
る」機能のみをもつと解釈すべきかもしれない。  
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3.2. B 氏の場合  
3.2.1. 頭高 B 型の存在  
A 氏との共通点と相違点は以下のようにまとめられる。  
 
18. 共通点  
頭高型と尾高型が観察された。各々のピッチ曲線を  (20) と (21) に示す。  
 
19. 相違点  
a. 中高型と考えられる例が見当たらなかった。偶発的なものである可能性もあるた
め、ここではこの原因について立ち入らないことにする。  
b. A 氏でいうところの無核型が観察されず、それと入れ替わる形で  (22) に示す型







































































a. 前（言い切り）    b. 前ば（助詞付き）  
















a. 昼（言い切り）    b. 昼はいつも＜家さいるよ＞（助詞付き）  











て捉えられるが、頭高 B 型が問題として残る。A 氏で観察された無核型が観察されず、そ
れに置き換わる形で頭高 B 型が観察されたことを考慮すると、頭高 B 型というのは実は上
 
14 4 拍名詞など、比較的長めの語彙では、1 拍目を起点としてそこから緩やかに下がるような
音調が得られた。これを考慮すると、1 拍目が高くなるとするよりも、1 拍目を起点として下
降調が生じるとしたほうが適切かもしれない。  
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げ核がない型（すなわち無核型）であり、B 氏の場合、上げ核がない語においては 1 拍目
のみが高くなるような音調が実現する、とする分析案が考えられる。これに関わる部分の
み、A 氏の規則から変更を加え、定式化すれば以下のようになるだろう。  
 
23. B 氏のアクセント型を導く規則  
i. ' 以前の拍を低音調とし、  ' 以降の拍を高音調とせよ。  








※ 規則 iii は規則 i が適用されたのちに適用される。  
 
3.2.2. 頭高 B 型の下位分類 
B 氏のアクセントパターンは概ね上記  (23) の規則で導き出せると考えられるが、今一
つ考慮すべき点として、頭高 B 型の助詞付きの形が挙げられる。観察した限りでは、頭高
B 型の中には助詞がついた際に、その助詞が高音調を伴なうものとそうでないものの 2 種
類があった。  
 




































































らない点、および 3.2.2. 節で述べた B 氏の頭高 B 型の下位分類に関しては今後さらに検
討していく余地があるだろう。  
 
15 仮にアクセントとするなら、例えば助詞上昇ありの名詞では  /ひがし '〇 / のようにその末尾
に上げ核が指定されている空の拍があり、言い切りの際はそれが削除されると考える必要があ
るだろう。  





















5.1. A 氏（合計 142 語）  
5.1.1. 1 拍（4 語） 
i. 無核（1 例）：日  
ii. 尾高（2 例）：蚊、火  
iii. 助詞付きのデータがないため、無核か尾高か判断がつかなかったもの（1 例）：巣  
 
5.1.2. 2 拍（77 語） 
i. 無核（24 語）：影、蛸、韮、ノミ、鳩、豚、もや、雲、亀、桑、茎、月、犬、石、蝶、
土、島、猫、波、浜、泡、海、山羊、げろ  “大きめのカエル” 
ii. 頭高（17 語）：いか、胡麻、松、竹、梅、桃、貝、蟹、べこ  “牛”、蟻、蜘蛛、鷹、
風、星、鮫、海老、橋、水  




の（23 語）：花、種、苗、稲、米、麦、かや、いも、まめ、とげ 17、つぶ “巻貝（の
一種）”、ふか “鮫、「鮫」との意味上の区別はない”、馬、角、蝿、うじ、羽、空、
山、砂、露、潮、よが  “夜に現れる蚊” 
 
5.1.3. 3 拍以上（60 語） 





iii. 尾高（6 語）：うさぎ、なまこ、ねずみ、しらみ、はたけ、はらっぱ  




16 鶏の意もある。  







（13 語）：よもぎ、菜っ葉、きのこ、かんぜ  “うに”、ひかり、うろこ、かいこ、みみ





















5.1.4. 形容詞であるため、考察から除外したもの（1 語） 
まぶしい  
 
5.2. B 氏（合計 91 語）  
5.2.1. 1 拍（2 語） 
i. 頭高（1 語）：湯  









ii. 頭高 B 型  
 a. 助詞上昇なし（13 語）：道、村、右、横、上、餅、お茶、昼、酒、かび、底、冬、
西 
 b. 助詞上昇あり（6 語）：時、坂、今、塩、年、今日  
iii. 尾高（4 語）：前、春、夜、下駄  
iv. 助詞付きのデータがないが、パターンから頭高か頭高 B 型のどちらかと目されるも






















5.2.3. 3 拍以上（38 語） 
i. 頭高（8 語）：まんま  “飯”、昔、南、草履、模様、着物、後ろ、昨日 
ii. 頭高 B 型  
 a. 助詞上昇なし（8 語）：雑炊、西風、今年、来年、おかゆ、隣、明け方、再来年  
b. 助詞上昇あり（14 語）：頂上、東、明日、左、砂糖、表、てぬぐい、去年、  
あさって、おととし、やがさって  “しあさって”、おととい、さとうきび、はかま  
iii. 助詞付きのデータがないが、パターンから無核か頭高のどちらかと目されるもの（3
語）：翌日、夜中、こよみ  

































5.2.4. 形容詞であるため、考察から除外したもの（2 語） 
甘い （音形は [amɛˑ]）、しょっぱい  
 
参考文献 


























本報告書では、まず yes/no 疑問文の形式と音調、次に wh 疑問文（疑問詞疑問文）の
形式と音調について述べる。さらに、これらとは分ける形で、確認型疑問文等に現れる文




1. A 氏 1948 年八戸市生まれ、男性。  
 B 氏 1948 年八戸市生まれ、男性。  
C 氏 1962 年八戸市生まれ、男性。  
3 名は全員言語形成期を青森県八戸市で過ごした方々である。  
 
以降に挙げる例文などのデータは主に A 氏から得たものであるが、場合によっては B
氏、C 氏から得たものを挙げることがある。その場合には例文横に【B 氏】、【C 氏】のよ
うに話者を表示する（表示がないものは A 氏からのデータである）。  
 
2. yes/no 疑問文 
2.1. 形式  
本調査では yes/no 疑問文を形成する文末形式として  /do/ と /ka/ の 2 種類が観察さ
 
19 すがぬま  けんたろう：金沢大学・助教  suganumak@staff.kanazawa-u.ac.jp 




れた21。これらは母音に後続する際、それぞれ、/d/ の前鼻音化、/k/ の有声化が起き  [ndo]、
[ɡa] のような発音になる。これらを述語に承接することで yes/no 疑問文が形成される。
また、観察した限りでは  /ka/ は準体助詞  /no/ “の” に承接し /no=ka/ [noɡa] という形
で多く用いられていた。/ka/ と  /no=ka/ は東京方言の  /ka/ “か” および  /no=ka/ “の
か” と同じものとみてよいだろう。ただし、東京方言の  /no=ka/ と異なり、八戸市方言の  
/no=ka/ は  (2c) に示すようにコピュラの  /da/ に  /da=no=ka/ のようにそのまま承接
できる。東京方言の場合、/da=no=ka/ とならず、/na=no=ka/ という形式になる（例：
ok 君の親父は医者なのか？、*君の親父は医者だのか？）。  
 
2. a. /do/ omee=no  ojazi=a  isja=da=do  
  お前=の    親父=は   医者=だ=ど  
  “お前の親父は医者なの？” 
b. /ka/ dare=ka  nom-u  =ka    
  誰=か    飲む-非過去=か  
  “誰か飲むか？” 
c. /no=ka/ omee=no ojazi=a  isja=da=no=ka  
  お前=の  親父=は   医者=だ=の=か  
  “お前の親父は医者なの？” 
 
2.2. yes/no 疑問文における音調  
木部 (2010) は、八戸市方言の質問文（本報告書で言う yes/no 疑問文と wh 疑問文）の
文末音調は下降調で実現するという。実際、我々のデータでも、/do/ による yes/no 疑問




21 A 氏によれば  /do/ は目上の者にはあまり用いないという。  
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omee=no ojazi=a  isja=da=do 
“お前の親父は医者なの？”= (2a) 
図 1 /do/ による yes/no 疑問文のピッチ曲線  
   
また、此島 (1982) は、同方言には疑問の /do/ に加え、強示の意味をもつ終助詞  /do/ と
いうものもあり、文末の  /do/ が疑問を表すか、強示を表すかは音調（此島  1982 はアク
セントという）によって区別されるとしている22。我々が得たデータの中にもこの記述に
合致するものがあった。以下の  図  2 は強示の  /do/ であるが、こちらでは疑問の  /do/ 
のような、急激な下降は観察されなかった。  
      
naN=ka   i-ru=do 
何=か     いる-非過去=ど  
“何かいるぞ。” 
図 2 強示の /do/ を用いた平叙文のピッチ曲線  
 








































      
図  1 で示したように  yes/no 疑問文の  /do/ は下降調で実現する。しかし、一方の 
/(no)=ka/ では  /do/ と異なり緩やかな上昇調が観察された。  
 
                 
dare=ka nom-u=ka   
“誰か飲むか？” = (2b) 
図 3 /=ka/ による yes/no 疑問文のピッチ曲線  
              
omee=no ojazi=a isja=da=no=ka  
“お前の親父は医者なの？” = (2c) 
図 4 /no=ka/ による yes/no 疑問文のピッチ曲線  
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3. wh 疑問文 
3.1. wh 疑問詞  
疑問詞として以下の  (3) が観察された。[idzɨ] /itu/ “いつ” 等の、音声レベルでは異な
るが、音素レベルでは東京方言と同じ形式だと考えられるものを除くと、形式が東京方言
と異なるのは、(3c) “どんな”、(3h) “いくら、いくつ”、(3i) “なぜ” の 3 つであった。  
 
3. a. [daɾe]  /dare/   “誰” 
b. [naɲi]  /nani/   “何”  
c. [dottaɾa] /doQtara/  “どんな”  
d. [dono]  /dono/   “どの”  
e. [doɾe]  /dore/   “どれ” 
f. [dottsɨ]  /doQti/   “どっち” 
g. [doɡo]  /doko/   “どこ” 23 
h. [nambo] /naNbo/  “いくら、いくつ（量・値段・数全てに  
      用いる）” 
i. [naə̃ɕiɲi] /naNsini/  “なぜ”  
j. [idzɨ]  /itu/   “いつ”  
k. [doː]  /doo/   “どう”  
l. [doːjatte] /doojaQte/  “どうやって” 
 
また、/dare/ “誰” については単複の区別があり、複数形の場合は  /deNdo/ という形
式が用いられる。  
 
4. a. /dare/  “誰（単数）”  
b. /deNdo/ “誰（複数）” 
 
A 氏から、/deNdo/ の  /do/ は複数形を意味するとのコメントがあった（例  /warasi-
do/ “子供たち”）24 。すなわち形態素境界が  /deN-do/ のように /deN/ と  /do/ の間に
あ り 、 /dare/ に は  /deN/ と い う 異 形 態 が あ る こ と に な る 。 こ の  /deN/ は 他 に も 
 
23 /doko/ は与格助詞  /sa/ が承接した場合、/dokosa/ という形式だけでなく、/dosa/ と
いう形式にもなる。  
24 ただし複数と言っても、C 氏との調査によれば、この  /do/ は無生物には用いることは




/deN=da=Qkja/ “誰だ？”のようにコピュラの  /da/ の前にも現れた。/da/ や /do/ とい
った歯茎音を初頭にもつ形態素が承接することが  /deN/ の出現条件になっている可能性
がある。  
 
3.2. wh 疑問文における文末形式  
A 氏との調査では wh 疑問文の文末形式として  /no=jo/ と /Qkja/ の 2 形式が現れた。
さらに、C 氏との追加調査によれば、yes/no 疑問文で現れた  /do/, /no=ka/ も wh 疑問文
で用いられるという。まとめると、wh 疑問文では以下の 4 形式が文末に現れたことにな
る。  
 






/no=jo/ は音声上は [noe] とも実現しうる。また、/Qkja/ はノダ /no=da/ の縮約形
ンダ /N=da/ に承接した /N=da=Qkja/ という形で多く用いられた。以下に 4 形式が用
いられている例を示す。  
 
6. /no=jo/ が用いられている例  
naNsini  ano  ie=ba kaQ-ta=no=jo   
なぜ    あの  家=を  買う-過去=の=よ  
“どうしてあの家を買ったの？” 
 
7. /Qkja/ および  /N=da=Qkja/ が用いられている例  
a. /Qkja/ 
omee  doo  omo-u   =Qkja   
  お前   どう   思う-非過去=っきゃ  
 “お前はどう思う？” 
 
 b. /N=da=Qkja/ 
dare kuru=N=da=Qkja     
  誰  来る＝の=だ＝っきゃ  
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8. /do/   【C 氏】  
dare oQkane=do    
誰  恐ろしい=ど  
 “誰が恐ろしいの？” 
 
9. /no=ka/  【C 氏】    
dare  oQkane=no=ka   
誰   恐ろしい=の=か  
“誰が恐ろしいの？” 
 
/no=jo/ の  /no/ について、東京方言であれば、“どうして買ったの？”  などように 
/no/ だけで疑問を表すことができるが、今回得たデータではそのような  /no/ で終わる
データは得られなかった。また、/Qkja/ について、これは wh 疑問文だけではなく、以下
に示すように平叙文や yes/no 疑問文にも現れうる。ただし、yes/no 疑問文の場合は「お
酒を飲むんだったっけ？」のような確認の意味を含む疑問文になる。  
 
10. /Qkja/ を用いた平叙文  
suna  komaQkoi=Qkja     
砂   細かい=っきゃ  
“砂が細かい。” 
 
11. /Qkja/ を用いた yes/no 疑問文（＝確認の疑問文）  
sake  nom-u  =N=daQta=Qkja   
酒     飲む-非過去=の=だった＝っきゃ  





表 1 各文末形式の出現環境  














平叙文  未調査  ✓ * * 
yes/no 疑問文  * ✓ 
（確認の疑問文となる。）  
✓ ✓ 
wh 疑問文  ✓ ✓ ✓ ✓ 
 
このうち、最も広い分布をもつのは  /Qkja/ である。吉田 (2008) では青森県津軽方言
の文末形式の /Qkja/ の用法について論じている。その中で吉田 (2008) は、(12) に示す 
/Qkja/ の使用条件を挙げ、さらに  /Qkja/ の用法として  (13) の同意要求用法と、(14) 
の想起要求用法というものを挙げている25。 
 














ことがあるから、そう思うだろう？）”、(14) は  “君も知っていると思うが私は昨日野球
をした。そのため、体がだるい”、ということになる 26。  
これらの用法を考慮に入れつつ、八戸市方言の  /Qkja/ の説明を試みると、(10) の平
叙文における /Qkja/ は「砂が細かい」という認識を聞き手に同意してほしいという  (13) 
 
25 吉田  (2008) では /Qkja/ ではなくカナ標記の「キャ」としているが、挙げられている例文
では「ッキャ」となっているため、本報告書では八戸市方言の  /Qkja/ と同じ表記にした。ま
た、吉田  (2008) では文末表現としての  /Qkja/ の用法として、同意要求用法、想起要求用法
の他に、同意表明、回想、感嘆、伝聞の用法があるとしている。  
26 吉田  (2008) では各例文に具体的な共通語訳は振られていない。  
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の同意要求用法、(11) の yes/no 疑問文における /Qkja/ は酒を飲むかどうか思い出して
ほしいという  (14) の想起要求用法だと考えることができる。ただし、吉田 (2008) の分
析がそのまま八戸市方言にも当てはまるかは今後検討する必要がある。特に、吉田  (2008) 
では津軽方言の  /Qkja/ が疑問文で使用可能であるかは述べられていないため、(11) の
yes/no 疑問文の  /Qkja/ が本当に吉田  (2008) の言う想起要求に完全に合致するかは不
明である。加えて、(7) に示した wh 疑問文における  /Qkja/ は話し手が知らないことを
聞き手に尋ねている。つまり共通の認識がない場面での発話であるため、(12) の条件に反
している。津軽方言と八戸市方言の異同も視野に入れつつ、今後  /Qkja/ の用法について
明らかにする必要があるだろう。  
 
3.3. wh 疑問文における音調  
wh 疑問文で現れた 4 形式の文末音調は以下のようになった。  
 
15. a. /no=jo/：下降  
b. /Qkja/：下降  
c. /do/：下降  
d. /no=ka/：上昇  
 
wh 疑問文で新たに現れた  /no=jo/ と /Qkja/ は下降調で実現した。また、yes/no 疑
問文でも現れた  /do/、/no=ka/ は yes/no 疑問文同様に wh 疑問文でもそれぞれ下降調、
上昇調で実現した。以下に、/no=jo/ と /Qkja/ が現れている文のピッチ曲線を示す。  
 
      
doQtara  e=sa   sumite =no=jo 
どんな  家=に   住みたい=の=よ  
“どういう家に住みたいの？” 























               
eː  itu    kaQ-ta  =N=da =Qkja 
家  いつ  買う-過去＝の=だ＝っきゃ  
“家をいつ買ったの？” 
図 6 /Qkja/ が用いられている文のピッチ曲線  
4. 文末形式 /be/ 
4.1. /be/ の意味機能  
 yes/no 疑問文、wh 疑問文の区別に関わらず、自問文および修辞疑問文においては、
/be=ka/ という形式が文末に現れた。  
 
16. a. yes/no 型自問文  
arjaa       umi=sa  de-ru     =be=ka  
あれ（あいつ）は  海=に   出る-非過去=べ  =か  
“あいつは海に出るだろうか。” 
 
b. wh 型自問文  
nani   nom-u  =be=ka     
何     飲む-非過去=べ=か  






















17. a. yes/no 型修辞疑問文  【B 氏】  
koQtara uma-ku=ne   sake nom-u    =be=ka  
こんな   うま-く=ない  酒   飲む-非過去=べ  =か  
“（酒にうるさいあの人が）こんなおいしくない酒を飲むだろうか。” 
 
b. wh 型修辞疑問文  【B 氏】  
darjaa  koQtara uma-ku=ne  sake  nom-u=be=ka  






18. 確認型疑問文  
omee=no ojazi=a   maibaN  sake  nom-ane=be 
お前=の  親父＝は   毎晩    酒     飲む-否定=べ  
“君のお父さんは毎晩お酒飲まないでしょう？” 
 
さらに、この  /be/ について此島  (1982) では、推量を表すと述べており、今回のデー
タでもそのような例を得ることができた。  
 
19. 推量の  /be/ 
ame-Qko  huQ-te    mizutamari  deki-ru   =be 
雨-指小辞   降る-中止    水たまり      できる-非過去=べ  
“雨が降って水たまりができるだろう。” 
 
推量として用いられる点、修辞疑問文の「～だろうか」に相当する部分に  /be=ka/ の
ように用いられている点、確認にも用いられることを踏まえると、この  /be/ は東京方言
の推量のダロウに相当する形式であるといえる。ただし、この  /be/ はダロウよりも用法
が広く、“～しよう”という意向を表すこともできる。  
 








を調査した際、A 氏は以下の  (21) のように「飲んでくれないだろうか」とした。  
 
21. 調査文「どうぞお飲みください」に対して  
noN-de   ke-ne   =be=ka 







4.2. /be/ の文末音調  
/be/ は確認型疑問文では東京方言のダロウ同様上昇調になった 27。 
 
         
omee=no ojazi=a maibaN sake nom-ane=be 
“君のお父さんは毎晩お酒飲まないでしょう？”＝(18) 
図 7 確認型疑問文のピッチ曲線  
 




























                    
sjooju  daQta =be=ka 
醤油   だった=べ=か  
“（料理の手順を忘れて、最初に入れる調味料を思い出して）醤油だっただろうか？”  
図 8 自問文のピッチ曲線  
 










ame-Qko huQ-te mizutamari deki-ru=be 
“雨が降って水たまりができるだろう。”=(19) 
 図 9 推量文のピッチ曲線 
 
28 図  8 は A 氏の発話であるが、これでは  /be=ka/ 全体が下降となっている。一方、B 氏の修
辞疑問文の発話では  /be=ka/ の  /be/ で上昇し、 /ka/ で下がるピッチ曲線が得られた。話者間
でこのような差異はあるものの、 /ka/ の部分が下降で実現する点は話者間で共通している。  


































表 2 文末形式と音調の調査結果  
疑問文のタイプ 文末形式  音調  
yes/no 疑問文  
および 
wh 疑問文  
/do/ 下降  
/(no=)ka/ 上昇  
wh 疑問文  /Qkja/ 下降  
/no=jo/ 下降  
自問・修辞疑問文  /be=ka/ 下降  
確認型疑問文  /be/ 上昇  
 
2.2. 節で述べたように、木部  (2010) では八戸市方言の質問文の文末音調が下降調で実
現することがすでに述べられている。これについては今回の調査でもおおむね同じ結果が
得られた。しかし、今回の調査により、同方言では  /(no=)ka/ が用いられること、そして
それが上昇調を伴なうことが明らかになった29。 
今後の課題としては 3.2. 節で述べた津軽方言との異同のような、他方言との対照が挙
げられる。例えば、東京方言などでは  “太郎は来る。” に対する  “太郎は来る？” のよう
に、疑問詞や疑問の文末形式なしに、上昇調のみで疑問を表すことが可能である。このよ
うな音調のみによる疑問表示が八戸市方言においても可能であるかが明らかではない。ま
た、木部  (2010) が述べるように、東京方言では yes/no 疑問文、wh 疑問文ともに文末は


















日本語記述文法研究会（編）(2008) 『現代日本語文法4 第8部 モダリティ』東京：くろし
お出版. 






Nɡa   tjaQtjato     nom-eː ↘   

































































谷、2019）32として使用された計 80 話で構成される民話集である33。 
 
 
32 柾谷氏との e メールでのやりとりによると、第１回テキストは 2013 年の初年度講座で用い
て以来、毎年改良を重ねているという。本論で使用したのは、2019 年 12 月最終更新のデータ
である。  
33 「南部昔コ語り部養成講座」の第１回テキストと第２回テキストに収録されていた民話 は、
























表 1 である。  
 





タ形 2,347 63.79% 
非タ／タッタ形  776 21.09% 
タッタ形 143 3.89% 
体言止め・述部なし・倒置等  165 4.48% 
その他34 248 6.74% 









表現に注目して出現文数を集計すると、表 2 のようになった。  
 
表 4 各アスペクト表現の出現文数 
  出現文数 % 
タ形 
（2347 文, 63.79%） 
タ 2184 59.36% 
テ（イ）ダ  96 2.69% 
テオリアンシタ  66 1.79% 
テラ 1 0.03% 
非タ／タッタ形  
(776 文, 21.09%) 
無標 682 18.54% 
テ（イ）ル  52 1.41% 
テオリアンス  40 1.09% 
テアル 2 0.05% 
タッタ形 
(143 文, 3.89%) 
テ（イ）ダッタ  61 1.66% 
タッタ 51 1.39% 
テラッタ 30 0.82% 






4.1. 完成相タ  





(2) 婆様ァ、爺様さ鍬よ持だせ、ぼったでで36畑さ行がせだ。  
「ネズミ穴に入った爺様の話」  
 
35 まるって＝とても（強い）  
36 ぼったでる＝追い立てる  
「日本の危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」 
青森県八戸方言調査報告書 











































4.2. 完成相非タ／タッタ  
完成相タに次いで多かったのが、タやタッタといったテンスなしで表現する方法（～ル、





























37 ばだめぐ＝あわてる  
38 こさる＝準備する  
「日本の危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」 
青森県八戸方言調査報告書 























4.3. 完成相タッタ  
東北方言には、タッタ形という独自のテンス形態が存在する。竹田（2020）によると、
これはテアッタが縮約されて成立したもので、現在と切り離された過去の意味を持つとい







(7) むが～し、むがし、あるどごさ、正直者で稼ぎ手の爺様ァいだったじ。  
「山の中の宝物」  
(8) むが～し、むがし、ある所に一人暮らしの婆様ァいだったず。  
 





































40 南部地方の民話では、「どっとはらい」が結末句にあたる。  
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表 5 テ（イ）ダッタ、テラッタに後続した文末助詞 
 後続助詞なし ＋ジ ＋その他助詞  合計 
テ（イ）ダッタ  
8 51 2 
61 
13.11% 83.69% 3.28% 
テラッタ 
7 13 10 
30 


























(11) とにかぐ、みんなして、「グス」「グス」ど呼んでいだったじ。  
「うすのろのグス」  

















使用された全 52 文中 43 文が「て（い）るんでねえが」という形で実現していた。  
 
41 みったの＝のようなもの  
「日本の危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」 
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43 鮫＝八戸市の地名  
「日本の危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」 
青森県八戸方言調査報告書 










































平山輝男・編（2003）『青森県の言葉  日本のことばシリーズ』明治書院  
柾谷伸夫（2014）『南部昔コ集  第一集』アート＆コミュニティ  



















































ID 翻訳用例文 方言訳 
1 俺のおやじは毎晩酒を飲む。 orano ojadʑiwa maibaN sakebari noNderu 
2 俺のおやじは怖い。 wa:no oja~dʑa: okkaneNdajona 
3 俺のおやじは昔は怖かった。 wano ojadʑɨa mugasɨkara okkanakatta 




mugaɕa geNkidattakedo imaha ɸ!usedebaride 
jowatteɕimattana 
6 俺のおやじは医者だ。 wano ojadʑɨa iɕada 
7 俺のおやじは医者だった。 orano oja~dʑa iɕadattakena 


















Ngano ojadʑɨa iɕadado 
  Ngano ojadʑɨa iɕadanoga 
「日本の危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」 
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Ngano ojadʑɨa iɕadattado 




























iɕɕobiN arukedo kore dare nomuNdakkja 
22 先生の中では誰が一番怖いの？ dorje^a umekkja 
23 先生の中では誰が一番怖かったの？ dare itɕiban meNkokattanojo 























wa:no ojadʑa nani nomuga wagattera 
30 おやじは酒を飲むかなあ。 arja: umisa derubegana 
31 おやじは酒を飲むんだっけかな。 (ɕo:ju) ireruNdattabeka 
32 おやじは何を飲むかなあ。 nani nomube 












Nga tɕattɕato nome: 
「日本の危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」 
青森県八戸方言調査報告書 





















ID 翻訳用例文 方言訳 
1 東京から誰が来るの？ toˑkjoˑkara dare kuruNdakkja 
2 誰（複数）が来るの？ deNdo kuruNdakkja 
3  --> 犬だろう nani iruNdakkja → inuda~be 
4 山の向こうには何があるの？ ano jamano mugoˑnani arunoe 
5 お前はどんな家に住みたいの？ Nga dottara esa sumiteNdakkja 




ome okihoˑto tɕisehoˑto dotɕi sumiteto 
omotteNdakkja 
8 お前はどこに住んでるの？ Nga dogosa suNdekkja 
9 その家，いくら／どれくらいなの？ naNbo ɕitanoe 
10 その家，部屋はいくつあるの？ heja naNbo arunoe 
11 なんでその家を買ったの？ naNɕini anoieba kattanojo 




e: uritado omotteNdake~do ome do: 
omo:kkja 














aɕ!ita nani sukkja → saganatsurisa 
igu~be^a 
17 誰か飲むか？ darega nomuga 
18 （魚影などを見て）何かいるぞ naNka iru~do 
19 何か要る？ naNka iru~do? 




kapparae~ga haitte kono henno dokkasa 
iruha~dzɨ~da 
22 お金をいくらか持ってきた。 ora dzeni naNboga motterajo 





25 どうにかしないとだめだろう。 nantoka sene~ba dameda~be 
















okka:ŋa kare:no syi̥taguo jarugara, zairʲo: 
motekoi. 









okkaŋa kare:o tsugutterurasuke, idde miro. 




kare:a dekiterakara, sarasa motte koi. 
8 木が倒れている 
9 大根が刻んである {daikoŋŋa / deŋoŋa} kᶝɨrasattera. 





ko̝rewa ojaz̃iŋa tsukuttandabe. 
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{kowasyi̥temattada / fundemattada}, 
dojasube. 
15 ご飯できたよ、食べないか。 messa degitajo, kanega. 
16 庭に犬がいる nɨwanɨ waŋko《ŋa》 iru. 
17 あなたの意見は間違っていると思う N.A. 





ojazɨwa daikokubasɨradasuke, itsumo 




kʲo:wa nondeneasuke, kurumade igujo. 
21 明日は私が行く asɨa wa igu. 
22 私は絶対に行かない 
23 明日も生活館に集まる。 asɨtamo se:katsɯ̥kanni atsumaru. 
24 予定が終わったから行かない。 jote:ga owattakara igane. 
25 曇ってきたから、明日は雨降るぞ。 kumotte kᶝɨtasuke, asɨta ame furude:. 















mukasɨa kekko: jamasa asɨbɨnɨ {ittakedo / 
ittadomo}, saikiĩwa ɕɨⁿdza idakunatte 
ikanakunattadʲa.  
30 ご飯はさっきもう食べた sakki mesyi kuttabena. 
31 去年東京に行ってきた。 kʲonen to:kʲo:sa ittekᶝɨtabe. 
32 恐山にイタコがいるよ。 osorezansa idakkoa iruzya:. 
33 今家にお母さんがいる N.A. 








oreno mukasyino ija: tyakkedomo, 
tendzyowa susugede makkurodatta. 
37 昨日の月はやたら大きかったな。 kᶝɨno:no tsuŋia jadara okkikattana. 
38 なんだか足腰が悪いから、家にいた。 nandaka asɨkosɨa waruisuke, e̝ni ida. 
39 あんなところにおじいさんがいた。 atta dokonɨ zyisama itadʲa. 
40 となりの犬は死んだ。 tonarino inua syindaddza:. 
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kᶝɨnana kogode inua hane̝raretejo, 
sɨndandadʲa. 








a, nobuo̞ka, ija ija, orahono isa iɕɕoni idabe:. 




o, kono hana kᶝɨre̝nda. 
47 家康は頭がよかった iejasɨa adama igattaza:. 











ID 翻訳用例文 方言訳 
1 太郎は弟を遊ばせている。 taro: ha oto:to o asobasedeiru 




oto:to ga ikitagune tte {iu / heru} node oto:to 
o mise ni ikaseta 




oto:to ha igidagune: tte hettera kedomo 
oto:to o mise ni murini ikaseta / oto:to ha 
ikitagune tte {i^un / ju:n} domo oto:to o 
murini igaseta 
5 弟を／に歩かせた oto:to (o) murini arugaseta / oto:to ba murini 
arugaseta 




karanda guβe: (no) warui imo:to no kawari 
nɪ odotto ba isa sa ikaseta 
8 太郎は野菜を腐らせた。 ano çito {e^I / jo} jasai ba kusaraseta nda jo 
{na: / ne} 
9 太郎は爆弾を爆発させた。 ano çito e: bagudan ba baguatsu saseta nda 
tte 
10 医者は誤って患者を死なせた。 asokono oiɕasan tesa matsugatte kandʑasan 
ba sɨnaseda tte jo 
11 べーちゃんは先生に殴られた。 
bi:tɕan ŋae sense: nɪ {ɸttaragareda nda tte / 
ɸttaragareda dzu} / be:tɕan sense: gara 
ɸttaragareda nda tte jo 
12 べーちゃんはみんなに愛されている。 
minna ni m ̥inkogararederu dzu jo / bi:tɕan 
wa {minna ni / minna ŋara} 
minŋogararederu jo 
13 太郎はその知らせを先生に聞かされた。 （このような場合に受身は使わない） 
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 太郎は親に勉強させられている oja ni na benkjo se: tte {iwarederu jo / 
ɕaberareta / hetteratta} 
14 太郎は誰かに足を踏まれた。 ano çito wa darega nɪ asi o ɸumareta {nda tte 
/ zu} 
15 太郎は誰かに財布を盗まれた。 saiɸu ba nusumareda zu / ano çito a^e darega 
ni saiɸu nusumareda zu jo 




segi tottera no ni s!ɨrane: çito ni suwarareda 




benkjo sitera no ni okkidasune odo de gakki 
o higareda 
19 この寺は 100 年前に建てられた。 kono odera wa çjagu nen mae ni taderare da 
z 
20 ?太郎は足が踏まれた。 aɕi ba ɸumareda 
21 太郎は財布が盗まれた。 saiɸu ba nusumareda 
22 壁に絵がかけられている。 e ga kagattearu / e ga kagattera: 
23 太郎は父親に本を買ってもらった。 wataɕiwa totɕtɕaNni hoN{o / ba} 
kattemoratta. 
24 太郎は弟に本を買ってきてもらった。 otottogara hoNba kattekitemoratta. 
25 孫に本をやった magoni hoNba kedajo. 
26 先生に本をさしあげた senseː{ni / sa} hoN{φ / ba} mottettekedajo. 
27 友達に本をあげた tomodatɕisa hoN kedajo. 
28 孫が本をくれた magokara hoN{φ / ba} morattajo. 
29 先生が本をくださった seNseːkara hoN moratta. 




31 （孫に対して）その本をくれ sonohoN{φ / ba} keNda. 
32 （先生に対して）その本をください sonohoN{φ / ba} keNda. 
33 （友達に対して）その本をくれ sonohoN{φ / ba} {keNda / kero}. 
34 孫から本をもらった mago{kara / ni} hoN{φ / ba} morattajo. 
35 先生から本をいただいた senseː{kara~gara / ni} hoN{φ / ba} 
{morattajo / moraɕita}. 
36 友達から本をもらった tomodatɕi{kara~gara / ni} hoN{φ / o} 
moratta. 
37 孫に本を読んでやった joNdekeda. 
38 先生に本を読んでさしあげた seNseːni hoNo joNdekeda. 
39 友達に本を読んであげた tomodatɕini hoNo joNdekeda. 
40 孫が本を読んでくれた magoga hoNo joNdekeda. 
41 先生が本を読んでくださった seNseːga hoNo joNdekedajo. 
42 友達が本を読んでくれた tomodatɕiga hoNo joNdekedajo. 
43 （孫に対して）本を読んでくれ {joNde / joNdekeNda}. 
44 （先生に対して）本を読んでください joNdekudasai. 
45 （友達に対して）本を読んでくれ hoN joNdekeNda. 
46 孫に本を読んでもらった magokara hoN{φ/ o / ba} joNdemoratta. 
47 先生に本を読んでいただいた seNseːkara hoN{φ / o / ba} joNdemoratta. 
48 友達に本を読んでもらった tomodatɕigara hoN{φ / o / ba} 
joNdemoratta. 
49 怖いからひとりで行けない okkane suke çitori de ｛igene.／igerene｝. 
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zjo~bu de ne suke toːku made ｛igene.／
igerene｝. 
50' 孫はまだ一人で服が着られない。 mada çitoride kirenai 
51 足が痛いので今日は行けない 
aɕjaide suke kjo wa ｛igene.／igerene.／
igarenai｝. 
52 雨が降っているので行けない 









miNnade iru suke okkanagu ne suke 
kimodameɕi ｛igeru.／igareru｝. 
53' 孫はもう一人で服が着られる。 çitoride ｛kireru／kirareru／kiru｝ joːni 
natta. 
54 よく知った場所なので一人で行ける 
jogu oboeda baɕo dasuke çitoride ｛igeru／
igereru｝. 
55 今日は体調がいいので行ける 
kjo wa karadaN guai iːsuke ｛igru／
igereru｝. 
















mukaɕi hajagu haɕirenakattaNdomo ima 
daba hajagu haɕirerujo 
59 このペンはまだ書ける kono peNwa mada ｛kageru／kakasaru｝. 
60 このペンはよく書ける kono peNwa jogu ｛kageru／kakasaru｝. 





























aruku na hajai suke toːku made 
｛koreta/korareta/kita｝. 
67 体調がよかったので行くことができた karada guai ikatta suke ｛igeta／igareta｝. 
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68 天気がよかったので行くことができた teNkja ikatta suke ｛igeta／igareta｝. 




iɕani nomunatte ɕabeɾaedeattaɴnomo tsuitsui 





sagea nomiteɴdomo koppaː naΦute {nomene 




sagea nomiteːnomo koppu sagasunaː 





jomeaː kopppu{φ / ba} mottekitekedasuke 
sageaː nomeda. 





wagewaganeɴdomosa ittsumojoka hajagu 
{ogidaɴdajona / ogisattaɴdajona}. 
71 私は強い酒でも飲める oɾae tsueː sagedemo {nomeɾuɴdajo / 
nomeɾeɾuɴdaː}. 
72 お父さんに叩かれた tottɕnɨ Φuttaɾakaɾeda. 




okkidasune maɾua kagasatteɾajo. 
75 校庭に大きな丸が書いてある okkidasune maɾua kagaɾeteɾajo. 







beɴtoː kauni ittakkja haŋakuno ɕiːɾu 
haɾasatteɾattajo. 
78 私は上手に字を書ける oɾa dʑoɴdzɨni dzɨ kageɾuɴdajo. 
79 お父さんに叩かれた tottɕnɨ Φuttaɾakaɾeda. 
80 この本は英語で書かれている konohoɴa eːgode {kaideɾajo / kagaɾedeɾajo}. 
81 この本は夏目漱石によって書かれた konohoaː natsumesoːsegi {dzɨ / 
tteheɾu}çito{φ / a} kaidadzɨjo. 
82 水が飲みたい miɴdzu{a / ba} nomite. 
83 彼に来てほしい anoçitoa {kitekeɾebaiːna / koneganaː}. 
84 彼に来てもらいたい anoçitogaɾa kitemoɾaiteɴdomona. 
85 子供が手を洗っている waɾasɨaː te aɾatteɾa. 
86 男たちが殴り合っている odogoɴdoa futtaɾagiatteɾa. 
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ID 翻訳用例文 方言訳 
1 今日は暑いね kjoː[wa] nu[ɡu]iɡodo 




dʑiroː[dena]ɡu taroː[ŋa jasaɕi]ːNdajo 
4 今日はやけに太郎が優しいな。 kjoː[wa ja]dara[[ni taroːŋa jasaɕi]ːɡo[do 
5 太郎が優しかったらいいのになあ。 [ta]roː[ŋa jasaɕi]ɡat[tara iːnaː 
6 （俺は）おなかが痛い (orewa)  ha[raŋa] {i[de]] / i[da]i} 
7 太郎は優しいけど，次郎は冷たい。 ta[roːwa jasaɕi]ːNdomo, [dʑi]roː[wa 
 {hoNdene]ː / hoNdena]i} 
8 太郎は暑い or 太郎は暑そうだ [taroːwa] atsui 





10 今日は昨日より暑い kjoː[wa] ki[no]ːjori {nu[ɡu]i / nuɡu[i} 
11 このところ，暑くなったねえ [konoŋo]ro [nuɡuɡunatta]](jo[ː) 
12 今日の暑さは耐えられない kjoː[no nuɡumi[[wa] ɡa[man] deɡi[ne]ː 
13 （いつもは涼しいのに）今日は暑い。 ([i]tsumo[daba] su~[zusɨ]Ndomo) [kjoːwa] 
 nuɡui 
14 砂漠は暑い。 sabaku[wa {atsu]i / azu]i} 
15 この花はきれい{だ / な} kono[hanakkowa ki]reːda 




17 去年はいいこともわるいこともあった kjoneN[[wa] iː[ɡodo{mo/ŋa}  
attaNdomo] wa[ru]iɡodomo a]tta 
18 去年はいいこともわるいこともあった [kjoneNwa i]ːɡodomo  




okkidasɨ[ne]çtomo {tɕit[tɕa]i /  




okkidasɨ[ne]çtomo {tɕit[tɕa]i /  








[mizu(k)]ko [ke]N[da]]        mizuko kene[ː 
 新しい車がほしい ataraɕi(ː) [kuru]ma{ŋa/ba) ho[ɕi]ː 
22b 水が飲みたい [mi]zu{ŋa/ba} {nomi[te]ː / [no]mitai} 








ID 翻訳用例文 方言形 
1 明日は休みだ aɕta[wa] jasumi[da] 
2 明日は休みだよ aɕta[wa] jasumi[da]dzujo[: 
3 あ、雨だ a a[me]da 
4 雑巾だか手ぬぐいだかを持っている dzo:kiN[dabe]ɡa tenuŋui[dabe]ɡa{o/ba} 
[mot]terajo[: 
5 雑巾だかなんだかを持っている dzo:kiN[dabe]ɡa naN[dabe]ɡa [mottera]jo[: 
6 これがなにかわからない kore na[:Nda]be waɡaN[ne]] 
7 私は先生だった o[ra]wa [se]Nse(ˑ)datta 
8 ここは以前畑だった koɡo[wa ma]e ha[daɡe dat]tajo[: 
9 私は先生でなかった o[ra]wa [se]Nse[de {neɡatta/naɡatta} 
10 ここは以前畑でなかった koɡo[[wa ma]e ha[daɡede 
{ne]ɡat[ta/na]ɡat[ta} 
11 私は先生ではなかった o[ra]wa [se]Nse[de ne]ɡatta 
12 （注文の際に）じゃあ，おれはうなぎ。 N[dara] {o[re]/o[ra(])}wa {u]naŋi/u[naŋi} 
13 私は男（女）だ o[re]wa o[do]ɡoda / o[ra]wa [o]naŋoda 











私には車が 2 台ある／私は車を 2 台持っ
ている 
o[ra]niwa [kuruma]ŋa ni[dai a]rujo[: / 




kjo:[wa] takɕi:[ŋa] zuppa[[ri] iruɡo[do]] 
18 あそこに故障したタクシーがある。 asoɡo{[ni]/[sa]} koɕo:ɕ[ta] tak[ɕi:]da 
19 あそこの広場に馬がいる asoɡo[no] harap[pa{sa/ni} 
{u[ma/u[makko}ŋa i]ru 









asoɡo[sa] koware[da takɕi:ŋa atta]~do[mo] 
[ha nena]: 
23 あそこの広場には馬がいない asoɡo[no] harap[pani]wa 
{u[ma/u[makko}ŋa i]ne 
24 今日は家に孫がいない kjo:[wa] e{[ni/[sa} maŋoŋa i]ne 
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